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〜基盤整備，⽔産多⾯的，ブルーカーボン〜
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令和4年度 磯焼け対策協議会

藻場造成 藻場の維持

【現状調査】
植⽣調査の実施
藻場タイプの類別
対策等の協議

【⽔産多⾯的】
ウニ等の駆除
スポアバック
栄養塩の補給

【基盤整備】
造成場所の検討
藻礁の造営
築磯の投⽯

効果検証

藻場保全の取組例

県 漁協・市町 漁連・⽔産研究課

藻場の調査⼈⼯礁の造営 ⾷害⽣物の駆除

 ブルーカーボンとは︖
海洋⽣物の作⽤により，⼤気中から海中へ吸収されたCO2 由来の炭素

 ブルーカーボンの吸収源は︖
沿岸の⽣態系に集中。湿地・藻場など，⽔深数⼗メートルまでの範囲

 ブルーカーボンの重要な特徴は︖
CO2吸収量の⼤きさ，⻑期に渡って海底に貯留される。

 ブルーカーボン⽣態系は減っている︖
急速に消失。年間2〜7％の割合で減少

沿岸の⽣態系が⼆酸化炭素
を吸収する仕組み
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脱炭素技術＝ネガティブエミッション技術
⼤気中から積極的に除去し，貯留していく技術のこと

農林⽔産省における脱炭素技術の検討・開発
｢藻場・⼲潟が持つ⼆酸化炭素吸収能⼒を増強させる｣技術開発に取組中

第1期︓令和2〜6年度（5年間）
 ブルーカーボンの評価⼿法
 ブルーカーボン⽣態系の調査
 藻場増強技術の検討と開発着⼿

第2期︓令和7〜11年度（5年間）
 藻場増強技術の技術確⽴
 ・藻場増強技術の実戦投⼊
 ・カーボンクレジットの導⼊

【2℃⽬標】 パリ協定の批准国が排出削減しても届かない状況
 CO2を積極的に除去する技術開発が必要
 官⺠・省庁連携により，技術開発を検討・取組中

技
術
開
発

ブルーカーボンの評価⼿法及び効率的藻場形成・拡⼤技術の開発
〜德島県の取り組み〜

 環境DNAの調査 --- 共通課題
海⽔に含まれる植物由来の炭素量を把握 令和2〜4年度
⇒ 参画する他府県も同じ⼿法でサンプル調査を⾏い，それらの結果は⽔研機構に集約

 ブルーカーボン⽣態系の調査 --- 共通課題
岩礁性藻場の実態調査 令和2〜4年度
⇒ 参画する他府県も藻場調査を実施中。それらの結果は⽔研機構に集約

 藻場増強技術の検討，開発着⼿ --- 独⾃課題
藻場増強技術の検討と開発に着⼿ 令和4〜6年度
⇒ 地先環境に応じた藻場の増強技術を検討・開発中

ブルーカーボン⽣態系の調査環境DNAの調査 藻場増強技術の検討・開発

太平洋沿岸に発達する岩礁性藻場
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植⽣ ⼤分類 中分類 ⼩分類 構成種

アラメ場
サガラメ，カジメ，クロメなど
多年⽣⼤型海藻

ガラモ場
オオバモク，ノコギリモク，ヒジキなど
温帯性ホンダワラ類

⼩型海藻
藻場

テングサ場
マクサ，有節⽯灰藻など
多年⽣⼩型海藻

春藻場
キレバモク，マメタワラ，ヤツマタモクなど
亜熱帯⽣・温帯性ホンダワラ類

⼀年藻場
アカモク，ワカメ，アントクメなど
⼀年⽣海藻

多年⽣

⼤型海藻
藻場

四季藻場

⼀年⽣

藻場タイプの類型化

 海陽町（宍喰，鞆浦，浅川）
分類1︓春藻場・⼀年藻場
分類2︓ガラモ場
分類3︓南⽅系ホンダワラ

 牟岐町（牟岐）〜美波町（⽇和佐）
分類1︓四季藻場・春藻場
分類2︓テングサ場・ガラモ場
分類3︓マクサ，ヨレモクモドキほか

 美波町（⽊岐・由岐）
分類1︓四季藻場・春藻場・⼀年藻場
分類2︓アラメ場・ガラモ場
分類3︓サガラメ，ヤツマタモクほか

 美波町（阿部・伊座利）
分類1︓四季藻場
分類2︓アラメ場
分類3︓サガラメ，カジメ

テングサ場 ガラモ場アラメ場

【藻場タイプ】

海陽町
宍喰・鞆浦・浅川

分類1︓春藻場・⼀年藻場
分類2︓ガラモ場
分類3︓南⽅系ホンダワラ

ウミトラノオ磯焼け

ウミヒルモヒイラギモク

海陽町 宍喰地先 繁茂期（R3年6⽉11⽇） 海陽町 宍喰地先 繁茂期
（R3年6⽉11⽇）

 造成した藻礁には，ヒイラギモクの純群落が⾼密度に繁茂している。
 6⽉の繁茂期には被度100%となって，基盤を埋め尽くす。
 ヒイラギモクは「1〜7⽉に繁茂，8〜12⽉は消失」を繰り返す。

藻礁を被うヒイラギモク，キレバモク。 短期間ながら，藻礁には南⽅系ホンダワラが密⽣する。

ヒイラギモク ヒイラギモク，キレバモク

 試験の翌年から⾷害が深刻化

 その後も⾷害が⽌まない状況

 ワカメ養殖は断念

 隣接の藻礁には春藻場が形成

 ヒイラギモク，キレバモク，マメタワ
ラが濃⽣

 種類を選べば，藻場造成は可能

ワカメを⾷害するイスズミ 藻礁に繁茂したヒイラギモク

ノトイスズミ

ヒイラギモク
【藻場タイプ】

牟岐町 〜
美波町（⽇和佐⼤浜海岸まで）

分類1︓四季藻場・春藻場
分類2︓テングサ場・ガラモ場
分類3︓マクサ，ヨレモクモドキほか
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牟岐町 出⽻島 衰退期（R3年10⽉27⽇）

牟岐町 ⼩張・仏崎 衰退期（R3年11⽉16⽇）

トゲモク磯焼け

マクサ ヨレモクモドキ

岩盤に残るマクサ

マクサ群落

牟岐・⽇和佐の境界線付近の岩盤・転⽯ （R4年10⽉27⽇）

藻礁にマクサが⼊植

マクサ⼊植

藻礁 オルサーブロック4トン型 砂が薄く被る

牟岐・⽇和佐の境界線付近の藻礁 （R4年5⽉設置，R4年10⽉27⽇観察）
ニザダイ，スズメダイ

岩盤 転⽯転⽯

岩

美波町 ⽇和佐 ⼤浜海岸 （R4年9⽉20⽇）

⼤浜海岸に打ち上がったマクサ
砂に埋もれる，海に戻る。

マクサ，ヒラクサ カジメ

【藻場タイプ】

美波町
⽇和佐⼤浜海岸 〜
由岐（⽊岐，由岐，志和岐）

分類1︓四季藻場・春藻場・⼀年藻場
分類2︓アラメ場・ガラモ場
分類3︓サガラメ，ヤツマタモクほか

美波町 ⽇和佐地先 ⼊植期（R4年2⽉1⽇）

ヒジキ，サガラメ，カジメオオバモク，サガラメほか

サガラメ 1歳ワカメ 芽⽴ち

ヒジキ 芽⽴ち

サガラメ 新規⼊植

ヤツマタモク

美波町 由岐地先 藻礁（R3年10⽉22⽇）

サガラメ

ヨレモクモドキ

ヨレモクモドキ

ヤツマタモク

ヨレモクモドキ

ヤツマタモク ヨレモクモドキ
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【藻場タイプ】

美波町
阿部，伊座利

分類1︓四季藻場
分類2︓アラメ場
分類3︓サガラメ，カジメ

サガラメ群落サガラメ群落

ヨレモクモドキオオバモク

美波町 伊座利地先 衰退期（R3年10⽉21⽇）

美波町 阿部地先 衰退期
（R3年10⽉26⽇）

 藻礁，天然の岩盤ともサガラメ・カジメが⾼密度に繁茂している。
 海藻が折れるほど波浪が強い。

割⽯に⽣えたサガラメ藻礁に繁茂したサガラメ

藻礁 オルサーブロック4トン型 藻礁 割⽯

美波町 阿部地先 衰退期（R3年10⽉26⽇）

⿂の⾷害

 地区によって藻場の盛衰に著しい差がある理由
 藻⾷性動物（⿂，ウニ）による摂⾷圧⼒の強弱が影響
 外敵駆除により軽減可能。ただし，⻑期的な取組が必要

 海藻の定着率の差
 岩盤の多少，波浪の強弱が影響
 藻礁を投⼊して，⼊植率を向上させる。

 ⾼⽔温，栄養塩不⾜による⽣⻑不良
 ⽣⻑不良が発⽣
 ⾼⽔温は対処不可。栄養塩不⾜は施肥で対処

藻場衰退の原因と対処

 共通の技術開発
 カジメ増殖

 フリー配偶体を⽤いた種苗⽣産，育苗，沖だし

 独⾃の技術開発
 短期的な藻場の形成

 ワカメ養殖

 サガラメの維持増殖
 ⽼成個体の伐採による⼊植促進

藻場増強の取組

R4〜6年度
ブルーカーボンの評価⼿法及び
効率的藻場形成・拡⼤技術の開発
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カジメ増殖試験 フリー配偶体の培養（予備試験）

培養条件
 明︓暗＝10h︓14h
 照度＝ 6,700 lx
 ⽔温＝18 ℃以下
 その他＝栄養剤を適宜添加

培養期間
 配偶体の増殖＝14⽇⽬
 卵の形成＝21⽇⽬
 芽胞体の形成＝30⽇⽬

♀♂配偶体を受精させている様⼦ ♀♂配偶体が増えている様⼦

カジメ増殖試験 ⼈⼯種苗の実践投⼊（予備試験）

アオリイカ産卵床（公共）に取り付けたカジメ⼈⼯種苗
 場所，時期＝美波町由岐地区，R4年3⽉23⽇
 ロープ⻑さ＝30ｍ
 種苗の差込間隔＝50cm

カジメ種苗を差し込んだ
クロスロープ＋反射材テープ

カジメ種⽷を差し込んだ
クロスロープ

カジメ増殖試験 ⼈⼯種苗の実践投⼊（予備試験）

幼芽の⼤きさ
2〜5cm

アオリイカ産卵床の周囲 アオリイカ産卵床の全景

クロスロープ30m

カジメ増殖試験 ⼈⼯種苗の実践投⼊（予備試験）

成⻑良好成⻑不良

消失 成⻑不良

巻⾙

巻⾙
巻⾙

巻⾙

巻⾙

カジメ増殖試験 ⼈⼯種苗の実践投⼊（予備試験）

⿂による⾷害の痕跡

天然カジメの⼊植状況等

カジメ（2歳〜）

カジメ（1歳〜）
サガラメ（新規⼊植）

天然カジメ（2歳〜）

サガラメ（新規⼊植）
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カジメ増殖試験 きらきらテープ

反射材が剥がれたテープ

巻⾙

コケムシ

海藻養殖 ワカメ（⾼⽔温耐性）

R3年12⽉22⽇ R4年1⽉15⽇

R4年2⽉4⽇R4年1⽉28⽇

葉をほとんど蓄えなくなったサガラメ

葉をあまり蓄えない
サガラメ

⽣⻑点を⾷害
されたサガラメ

⽣⻑点を⾷害
されたサガラメ

葉あまり蓄えない
サガラメ

美波町 伊座利地先 衰退期（R3年10⽉21⽇）

ノコギリ鎌 スクレーパー

根を残して伐採

全て伐採

根を残して伐採

美波町 伊座利地先 衰退期（R3年10⽉21⽇）

海底を漂う寄り藻

サガラメの根

ウスカワカニノテ

凹地の集積物

① ②

③ ④
サガラメの葉

サガラメの軸

徳島県⽴農林⽔産総合技術⽀援センター
⽔産研究課 海洋⽣産技術担当

吉⾒圭⼀郎・⽯川貴志

徳島県内における藻場保全の取組状況
〜基盤整備，⽔産多⾯的，ブルーカーボン〜

令和4年度 磯焼け対策協議会
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